
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和 5年度 工業科 

 

教科 工業 科目 
工業技術基礎 

（電子工作） 

単位数 
3単位 年次 1年次 

使用教科書 「工業技術基礎」 （実教出版） 

副教材等 テスターキット 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

市販のテスターキットをとおして、電気計測回路の基本とはんだ付け、テスターの使用方法など

について学ぶ。 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）整理整頓などの５S や、決まりを守る、服装を整える、真剣に取り組むなどといった、技

術者の基本を活用し体系的に理解しているとともに関連する技術を身に着けている。 

（２）「電磁力を用いた電流・電圧の測定方法」、「倍率器や分流器などの電気回路」、「抵抗

のカラーコードなどの電子部品の知識」、「はんだ付けの知識と技能」、「テスターの使用

方法」などを学び、基本的な知識と技術の課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏ま

え合理的に解決する力を身に着けている。 

（３）回路計（テスター）のキットの製作を通し、よりよい社会の構築をめざして自ら学び工業の

発展を主体的かつ協働的に取り組む態度を身に着けている。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 テスターの仕組みや電子

部品の取り扱いを理解す

る。 

 はんだ付けを上手にでき

るようになる。 

 テスターを使えるように

なる。 

テスターキットの説明書を

読み自分で組み立てることが

出来る。 

レポートの感想や考察等で

学んだことを振り返り、表現

する。 

 電気計測やはんだ付けなど

のものづくりに興味を持ち意

欲的に取り組む。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学期末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

テ
ス
タ
ー
の
仕
組
み 

電磁力 

分流器 

倍率器 

a:テスターの仕組みを理解し、知識

を身につけたか 

b: テスターの仕組みを自分で思考

し、理解したことを表現できているか 

c: テスターの仕組みを積極的に学習

しょうとしているか 

 

 

授業中

の活動 

授業中

の活動 

レポート 

授業中

の活動 

電
子
部
品
に
つ
い
て 

抵抗のカラーコード 

他の電子部品の表示 

許容差 

a: 電子部品について理解し、知識を

身につけたか 

b: 電子部品について自分で思考し、

理解したことを表現できているか 

c: 電子部品について積極的に学習し

ょうとしているか 

 

 

 

授 業 中

の活動 

授業中

の活動 

レポート 

授 業 中

の活動 

テ
ス
タ
ー
キ
ッ
ト
の
完
成 

はんだ 

フラックス 

はんだ付けの手順 

ニッパーの使い方 

a: はんだ付けを理解し、知識や技能

を身につけたか 

b: はんだ付けを自分で思考し、理解

したことを表現できているか 

c: はんだ付けを積極的に学習しょう

としているか 

 

 

授 業 中

の活動 

授業中

の活動 

レポート 

授 業 中

の活動 

テ
ス
タ
ー
を
使
う 

動作確認 

測定方法 

測定精度 

電子部品のチェック方法 

a: テスターの使用方法を理解し、知

識や技能を身につけたか 

b: テスターの使用方法を自分で思考

し、理解したことを表現できているか 

c: テスターの使用方法を積極的に学

習しょうとしているか 

 

 

授 業 中

の活動 

授業中

の活動 

レポート 

授 業 中

の活動 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


